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概要版

市民会議（概要）
　第５次総合計画の策定にあたっては、市民や地域などの多様な主体と協働したまちづくりを推進するため、公募
による市民等で構成する市民会議から「まちづくりのテーマ（将来像）」について提案をいただきました。
　また、今計画から初めての取り組みとして、34施策ごとに市民や地域の役割を表す「市民や地域で心がける
こと」も市民会議において議論した内容を含めて記載しています。

《令和元年度》
　● 第１回  計画策定の進め方、市民会議の役割の共有
　● 第２回  第４次総合計画後期基本計画の総括確認
　● 第３回  今後10年間の社会変化予測確認、豊見城市の守る・
　　 　　　  活かすべき点及び変えるべき点の検討
　● 第４回  将来都市像の検討
　● 第５回  将来都市像の検討
　● 第６回  〈書面開催〉将来都市像案のまとめ

　　～将来像案を市長へ報告～

《令和２年度》
　● 第７回  施策案の共有
　● 第８回  市民や地域で心がけることの検討
　● 第９回  〈書面開催〉「市民や地域で心がけること」のまとめ

～市民や地域で心がけること（一部抜粋）～
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地域で見守りや声かけ運動を実施し、自治会などでの子どもの居場所づくり
に努めましょう。

誰もが安心して活躍できるよう、お互いを認め合いましょう。

観光客を「ウェルカムんちゅ」の心でもてなしましょう。

ごみの分別や減量化に取り組みましょう。

防災マップを確認・利用するなど、家庭での備えを整えましょう。

We l c o m e な思いで　ハートがつながり　みんなで彩るまち　とみぐすく
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総合計画とは

　社会経済情勢および地方自治体を取り巻く環境の変化を踏まえ、多様な個性や価値観を持つ市民の力
と本島南部広域の要衝としての地の利をこれまで以上に活かしつつ、自らの将来を自らの責任でもって
決定し、切り拓いていくことが求められてきます。
　このような背景から、新しい時代の流れや市民の期待、地域の課題などの変化に対応したまちの未来

を見据えたまちづくりの指針として「第５次豊見城市総合計画」を策定するものです。

基本構想

歴史に育まれた豊見城のアイデンティティ、新たな時代のまちを切り拓く気概、
そして郷土への愛着を響き合わせ調和と限りない発展を築きあげる豊見城市を象徴する

普遍的なフレーズとして「響（とよ）むまち・豊見城」を掲げます。

　「豊見城（とみぐすく）」の地名は、後の山南（南山）王 汪応祖（おうおうそ・わんおうそ）が漫湖を
眺望する丘陵上に築城したグスクを「とよみ城（ぐすく）」と称したことが由来です。「とよむ（鳴響
む）」とは、おもろそうしに記載もある美称のひとつで、名声の高いさまを表しています。時代を経
て「とみぐすく」となり現在に続いています。

と み ぐ す く

～ 豊見城市市民憲章 ～
一．　私たちは、心身をきたえ、健康な明るいまちをつくります。
一．　私たちは、きまりと時間を守り、住み良いまちをつくります。
一．　私たちは、たがいに助け合う、あたたかいまちをつくります。
一．　私たちは、働く喜びをもち、活気ある豊かなまちをつくります。
一．　私たちは、教養を高め、夢と希望にみちたまちをつくります。

１．策定の意義

象徴的フレーズ

市民憲章

基 本 理 念

響（とよ）む まち・豊見城

（１）　総合的かつ計画的な地域経営の指針 
（２）　市民や各種団体・事業者などの活動の指針 
（３）　国・県などが策定する各種地域計画における指針

2．総合計画の役割

３．期間と構成

基本構想

基本計画
（総合戦略）

実施計画

10年間

5年間 5年間

3年間

3年間

3年間

R3
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R5
（2023）

R6
（2024）

R7
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R8
（2026）

R9
（2027）

R10
（2028）

R11
（2029）

R12
（2030）

〈令和３（2021）年度～令和12（2030）年度〉

と み ぐ す く

国 豊見城市

沖縄県

まち・ひと・しごと創生
長期ビジョン等各種計画 総合計画・総合戦略

各種個別計画
沖縄 21世紀ビジョン等

各種計画
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　親と子の成長支援・社会全体での子育て支援の充実を図るとともに、充実した教育及び学習環境での
学びや歴史文化を通じた郷土愛の醸成により、誰もが夢と希望にみちたまちを目指します。

前期基本計画
(第２期豊見城市まち・ひと・しごと創生総合戦略)
〈令和３（2021）年度～令和７（2025）年度〉

目標人口を引き続き70,000人と設定し、中長期的にこれを上回ることを目指します。

目 標 人 口

まちづくりのテーマ（将来像）

Welcomeな思いで ハートがつながり 
みんなで彩るまち　とみぐすく

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年
60,000

65,000

70,000

75,000
（人）

①　「豊見城市人口ビジョン（平成 28（2016）年 3月策定）」の値
②　国立社会保障・人口問題研究所の推計結果（2015年国勢調査データ）
③　上記②に生残率の一部及び純移動率を高めに設定した市独自推計結果

ウ　ェ　ル　カ　ム

政策展開の基軸

子どもを産み
育てやすいまち
とみぐすく

誰もが安心して
暮らせるまち
とみぐすく

地の利を活かして
持続的に発展するまち
とみぐすく
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　すべての市民が生涯、健康でいきいきと充実した生活を送れるように、ライフステージに応じた健康
意識を高め、健康寿命の延伸、早世の予防、親と子の健やかな暮らしの実現に努めます。
　また、戦争の悲惨さと平和の尊さを後世に正しく継承するとともに、高齢者や障害者が住み慣れた地
域で安心して暮らせるように支援し、地域のつながり・支え合いを向上させることで、たがいが助け合
い、誰もが自分らしく生きられるあたたかいまちを目指します。

健康で明るくたがいに助け合うあたたかいまち02

子どもの未来支援 親と子の健康づくりの推進 義務教育の充実

地域文化の振興 生涯学習社会の確立 県外・国際交流の活性化

スポーツ・
レクリエーションの振興

健康づくりの推進 地域福祉のまちづくり 男女共同参画社会の形成

平和行政の推進 高齢者福祉の充実 障害者福祉の充実

〈取り組む施策〉

〈主に関連するSDGs〉

〈主に関連するSDGs〉

〈取り組む施策〉

人口推計

3



　親と子の成長支援・社会全体での子育て支援の充実を図るとともに、充実した教育及び学習環境での
学びや歴史文化を通じた郷土愛の醸成により、誰もが夢と希望にみちたまちを目指します。

前期基本計画
(第２期豊見城市まち・ひと・しごと創生総合戦略)
〈令和３（2021）年度～令和７（2025）年度〉

目標人口を引き続き70,000人と設定し、中長期的にこれを上回ることを目指します。

目 標 人 口

まちづくりのテーマ（将来像）

Welcomeな思いで ハートがつながり 
みんなで彩るまち　とみぐすく

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年
60,000

65,000

70,000

75,000
（人）

①　「豊見城市人口ビジョン（平成 28（2016）年 3月策定）」の値
②　国立社会保障・人口問題研究所の推計結果（2015年国勢調査データ）
③　上記②に生残率の一部及び純移動率を高めに設定した市独自推計結果

ウ　ェ　ル　カ　ム

政策展開の基軸

子どもを産み
育てやすいまち
とみぐすく

誰もが安心して
暮らせるまち
とみぐすく

地の利を活かして
持続的に発展するまち
とみぐすく

政 策 分 野

子
ど
も
が
活
き
る
　

　夢
と
希
望
に

　み
ち
た
ま
ち

子どもが活きる夢と希望にみちたまち

01

健
康
で
明
る
く

　た
が
い
に
　

　助
け
合
う

　あ
た
た
か
い
ま
ち

02

活
気
あ
る

　豊
か
な
ま
ち

03

環
境
に
優
し
い

　住
み
よ
い
ま
ち

04

安
全
安
心
な

　協
働
の
ま
ち

05

01

　すべての市民が生涯、健康でいきいきと充実した生活を送れるように、ライフステージに応じた健康
意識を高め、健康寿命の延伸、早世の予防、親と子の健やかな暮らしの実現に努めます。
　また、戦争の悲惨さと平和の尊さを後世に正しく継承するとともに、高齢者や障害者が住み慣れた地
域で安心して暮らせるように支援し、地域のつながり・支え合いを向上させることで、たがいが助け合
い、誰もが自分らしく生きられるあたたかいまちを目指します。

健康で明るくたがいに助け合うあたたかいまち02

子どもの未来支援 親と子の健康づくりの推進 義務教育の充実

地域文化の振興 生涯学習社会の確立 県外・国際交流の活性化

スポーツ・
レクリエーションの振興

健康づくりの推進 地域福祉のまちづくり 男女共同参画社会の形成

平和行政の推進 高齢者福祉の充実 障害者福祉の充実

〈取り組む施策〉

〈主に関連するSDGs〉

〈主に関連するSDGs〉

〈取り組む施策〉

人口推計

4



　行政における限られた財源・人員等の効果的・効率的な活用を図りながら、市民への適切な情報発信
に基づく市政への市民参画を進めるとともに、防災・防犯・交通安全等を始めとした地域の課題解決に
向けて自治会、市民活動団体、非営利組織、ボランティア団体、企業等の多様な主体と協働で取り組む、
安全安心のまちを目指します。

安全安心な協働のまち05

　市の立地特性を活かした高付加価値型産業の市内立地・集積を進めながら、農林水産業・商工業・観
光業等の各産業分野においてはブランド化・六次産業化・デジタル化等の時代の変化に対応した価値創
造に取り組むとともに、多様な働き方が可能となる雇用環境を整えることで、活気に溢れた豊かなまち
を目指します。

前期基本計画
(第２期豊見城市まち・ひと・しごと創生総合戦略)
〈令和３（2021）年度～令和７（2025）年度〉

活気ある豊かなまち03

　身近な生活及び自然環境の保全やごみの資源化・減量化等による循環型社会の構築を図り、豊見城
市らしい低炭素社会の実現による環境に優しいまちを目指します。
　また、次世代にもみどりを引き継ぎながらも住みよいまちとするため、「まちの顔」等の市街地整備を
進めながら計画的な土地利用を推進するとともに、市民生活を支える道路・公共交通・公園・緑地・上下
水道等の都市基盤の整備を推進します。

環境に優しい住みよいまち04

コミュニティの振興 防災・危機管理の強化 防犯・交通安全の推進

消防と救命救急体制の充実 広報・広聴の推進 行政運営・行財政改革の推進

農業の振興 水産業の振興 商工業の振興

企業立地の支援 観光・リゾート産業の振興 雇用の安定

環境の保全 生活衛生の充実 計画的な土地利用の推進

調和のとれた市街地
・まちなみの整備 道路網等の整備 公共交通サービスの維持・向上

公園・緑地の整備 水の安定供給 下水道の整備
・汚水処理の推進

主な目標指標・目標値
政策分野 目標指標 単位 現状値(R1) 目標値（R7）

１．子どもが活きる
　　夢と希望にみちたまち

子育てしやすいまちだと思う市民の割合（市民意識調査） ％ 41.7 60

週１日以上スポーツを実施する市民の割合（市民意識調査） ％ 44.8 65

２．健康で明るくたがいに
　　助け合うあたたかいまち

朝食を週に 5日以上食べる市民の割合（市民意識調査） ％ 58 75
困っている時に、相談できる自治会や公的相談所、
民生委員等を知っている市民の割合（市民意識調査） ％ 27.0 30

３．活気ある
　　　豊かなまち

市の観光がより盛んになると良いと感じる市民の割合
（市民意識調査） % 53.2 65.5

市内従業者数　 人 21,729
（H28） 26,291

４．環境に優しい
　　　住みよいまち

（家庭系）市民一人あたり１日のごみ排出量 g/
人・日 503 489

主要渋滞箇所のうち、改善を講じた箇所の割合 ％ 33 100

５．安全安心な
　　　協働のまち

自治会・通り会・PT(C)A 等の地域活動に参加する
住民の割合（市民意識調査） ％ 23.5 25
災害対策の取り組みを 1つ以上行う市民の割合
（市民意識調査） ％ 62 67

〈主に関連するSDGs〉 〈主に関連するSDGs〉

〈主に関連するSDGs〉

〈取り組む施策〉 〈取り組む施策〉

〈取り組む施策〉
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光業等の各産業分野においてはブランド化・六次産業化・デジタル化等の時代の変化に対応した価値創
造に取り組むとともに、多様な働き方が可能となる雇用環境を整えることで、活気に溢れた豊かなまち
を目指します。

前期基本計画
(第２期豊見城市まち・ひと・しごと創生総合戦略)
〈令和３（2021）年度～令和７（2025）年度〉

活気ある豊かなまち03

　身近な生活及び自然環境の保全やごみの資源化・減量化等による循環型社会の構築を図り、豊見城
市らしい低炭素社会の実現による環境に優しいまちを目指します。
　また、次世代にもみどりを引き継ぎながらも住みよいまちとするため、「まちの顔」等の市街地整備を
進めながら計画的な土地利用を推進するとともに、市民生活を支える道路・公共交通・公園・緑地・上下
水道等の都市基盤の整備を推進します。

環境に優しい住みよいまち04

コミュニティの振興 防災・危機管理の強化 防犯・交通安全の推進

消防と救命救急体制の充実 広報・広聴の推進 行政運営・行財政改革の推進

農業の振興 水産業の振興 商工業の振興

企業立地の支援 観光・リゾート産業の振興 雇用の安定

環境の保全 生活衛生の充実 計画的な土地利用の推進

調和のとれた市街地
・まちなみの整備 道路網等の整備 公共交通サービスの維持・向上

公園・緑地の整備 水の安定供給 下水道の整備
・汚水処理の推進

主な目標指標・目標値
政策分野 目標指標 単位 現状値(R1) 目標値（R7）

１．子どもが活きる
　　夢と希望にみちたまち

子育てしやすいまちだと思う市民の割合（市民意識調査） ％ 41.7 60

週１日以上スポーツを実施する市民の割合（市民意識調査） ％ 44.8 65

２．健康で明るくたがいに
　　助け合うあたたかいまち

朝食を週に 5日以上食べる市民の割合（市民意識調査） ％ 58 75
困っている時に、相談できる自治会や公的相談所、
民生委員等を知っている市民の割合（市民意識調査） ％ 27.0 30

３．活気ある
　　　豊かなまち

市の観光がより盛んになると良いと感じる市民の割合
（市民意識調査） % 53.2 65.5

市内従業者数　 人 21,729
（H28） 26,291

４．環境に優しい
　　　住みよいまち

（家庭系）市民一人あたり１日のごみ排出量 g/
人・日 503 489

主要渋滞箇所のうち、改善を講じた箇所の割合 ％ 33 100

５．安全安心な
　　　協働のまち

自治会・通り会・PT(C)A 等の地域活動に参加する
住民の割合（市民意識調査） ％ 23.5 25
災害対策の取り組みを 1つ以上行う市民の割合
（市民意識調査） ％ 62 67

〈主に関連するSDGs〉 〈主に関連するSDGs〉

〈主に関連するSDGs〉

〈取り組む施策〉 〈取り組む施策〉

〈取り組む施策〉
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(2021) (2030)
令和3 令和12

概要版

市民会議（概要）
　第５次総合計画の策定にあたっては、市民や地域などの多様な主体と協働したまちづくりを推進するため、公募
による市民等で構成する市民会議から「まちづくりのテーマ（将来像）」について提案をいただきました。
　また、今計画から初めての取り組みとして、34施策ごとに市民や地域の役割を表す「市民や地域で心がける
こと」も市民会議において議論した内容を含めて記載しています。

《令和元年度》
　● 第１回  計画策定の進め方、市民会議の役割の共有
　● 第２回  第４次総合計画後期基本計画の総括確認
　● 第３回  今後10年間の社会変化予測確認、豊見城市の守る・
　　 　　　  活かすべき点及び変えるべき点の検討
　● 第４回  将来都市像の検討
　● 第５回  将来都市像の検討
　● 第６回  〈書面開催〉将来都市像案のまとめ

　　～将来像案を市長へ報告～

《令和２年度》
　● 第７回  施策案の共有
　● 第８回  市民や地域で心がけることの検討
　● 第９回  〈書面開催〉「市民や地域で心がけること」のまとめ

～市民や地域で心がけること（一部抜粋）～

編集・発行
豊見城市　総務企画部　企画調整課

〒901-0292　沖縄県豊見城市宜保一丁目１番地１　TEL：098-850-0364　FAX：098-850-5343

地域で見守りや声かけ運動を実施し、自治会などでの子どもの居場所づくり
に努めましょう。

誰もが安心して活躍できるよう、お互いを認め合いましょう。

観光客を「ウェルカムんちゅ」の心でもてなしましょう。

ごみの分別や減量化に取り組みましょう。

防災マップを確認・利用するなど、家庭での備えを整えましょう。

We l c o m e な思いで　ハートがつながり　みんなで彩るまち　とみぐすく

沖縄県 豊見城市
と み ぐ す く

第5次 豊見城市総合計画
と み ぐ す く

ウ ェ ル カ ム
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